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これからの 10 年のために

〜新たなステージへの第一歩〜

Ⅰ　みらい創生事業

　　　⑴地域創生戦略事業

　　　⑵主要事業

Ⅱ　放射能対策事業

　　　⑴除染対策事業

　　　⑵避難者支援事業

　　　⑶健康管理事業
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Ⅰー（1）地域創生戦略事業

担当課 総合政策課

担当課 総合政策課

【目　　的】
　中心市街地の魅力の向上を図り、まちなかの賑わいを
創出するため、伊達地域を中心とした朝市や商店街を
回遊できる歩行環境の整備、チャレンジショップの運
営や空き家・空き店舗活用やイベント開催など、産官
民連携で行う主体としてまちづくり会社を設立し、積
極的かつ効果的なまちづくりを行います。

【実施内容】
まちづくり会社設立に向けた
○（仮称）地域振興協議会の設置
○説明会開催（クラウドファンディング研修含む）
○出資者募集
○伊達地域活性化（新市建設計画）
○法人手続き（登記含む）
○事業計画の策定

【目　　的】
　ワイン用ぶどうの栽培およびワイナリー経営等に関
する学習会等を通しながら、ワイン用ぶどう畑を整備
し、ワイン用ぶどうの産地化を目指します。
　また、空き店舗等を活用した「まちなかワイナリー」
を創設し、市民および観光客の交流の場を設けます。

【実施内容】
○ワイン用ぶどうの試験栽培
○研修会等への参加および実施
○空き店舗を活用するための調査立案

2,848 万円

1,138 万円

◇ まちづくり会社が、まちなかを動かします

◇ 目指せ！まちなかワインテイスティング !!

産官民連携まちづくり会社の設立事業

まちなかワイナリー事業

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
1,424 1,424

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
569 569

新
規

新
規

イメージ
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担当課 総合政策課

担当課 総合政策課

【目　　的】
　林業の再生に向け、林業就業者の育成を図りながら、
地域の創意工夫を活かし、木材の需要の拡大、安定的・
効率的な地域材の生産・供給体制の構築および持続的
な林業経営の確立のため、公共建築物等への利用推進
や個人住宅の地域材利用支援、地域材を利用した製品
開発等関連事業への支援を行い木材利用の促進を広く
図ります。

【実施内容】
○林業活性化検討会の設置
○先進地への視察
○林業就業支援講習等への参加

【目　　的】
　屋内遊び場、認定こども園等に英語の話せる外国人
スタッフを配置し、習う英語ではなく、「遊びとともに
話す英語」を通じて、自然と身につく英語体験ができ
るプログラムを用意し、親子が楽しめる空間をつくり、
幼児期から国際感覚の理解を図るとともに、子育て支
援サービスや教育環境の充実を目指します。

【実施内容】
○未就学児を対象とした英語体験事業
○室内遊び場や認定こども園等に外国人スタッフ配置
○�「遊びとともに話す英語」を通じ、自然と身につく
英語体験プログラムを検討

1,220 万円

1,750 万円

◇ 目指せ！フォレストワーカー !!

◇ 遊びにおいで！プレイランドへ !!

森林資源を活かした生業づくり事業

英語が溶け込むまちづくり事業

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
610 610

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
875 875

新
規

新
規

イメージ
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担当課 総合政策課

担当課 総合政策課

【目　　的】
　県外の 18歳以下の子どもを持つシングルペアレント
等を対象に、市内への移住促進と介護サービスへの就
労支援を行います。
　移住のための準備金や家賃補助などのメニューによ
り、細かな子育て支援の充実を図ります。

【実施内容】
○事業者の意向調査
○支援メニューの検討
○�第１期の募集と介護サービス等事業者での研修準備

【目　　的】
　スマートフォンアプリを活用し、出会いから結婚、そ
して子育てに至る情報の提供等、必要なアイテムを一
括することで、利便性の高いサービスを受けられるよ
うサポートの充実を図ります。また、子どもの成長記
録に関する管理ツールを提供することで、一人ひとり
に適した情報の一元化を図ります。

【実施内容】
○子育てアプリ検討会（仮称）設置
○子育てアプリの開発

388 万円

581 万円

◇ おらほの子育て日本一「伊達市」にようこそ！

◇ パパ、ママ必見！子育てアプリ

子育てファミリーウェルカム事業

伊達市子育てアプリ事業

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
194 194

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
291 290

新
規

新
規

アプリイメージ
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担当課 総合政策課

【目　　的】
　伊達市内の中山間地域において、首都圏在住の学生
等を、寺子屋教室の講師として招き、子どもたちの勉
強のお手伝いや地域の方々とのふれあいを通じて、伊
達の魅力の再発見と「ふるさと」の価値を高め、東京
圏等からの移住を推進します。

【実施内容】
①寺子屋教室ふくしまティーチャリングツアーの開催
　○寺子屋教室　　　年 6回程度
　○田舎体験ツアー　年 2～ 3回
②首都圏での活動報告・マルシェ出展等
③情報発信

【前年実績・効果】
○ティーチャリングツアー
　開催回数８回　参加学生数約 59名
○東京での報告会
　首都圏の大学生約 20名参加

883 万円

◇ 首都圏の大学生に伊達市の「元気」伝えます
ふるさとティーチャリングプロジェクト事業

財源（万円） 市の負担
883

昨年実施した寺子屋教室の様子

担当課 こども支援課

【目　　的】
　普段、1人で家事・育児をしている妊娠中、または子
育て中の母親にヘルパーを派遣して、子育てに関する
負担感の軽減やリフレッシュを図り、安心して子育て
ができるよう支援します。

【実施内容】
○対象
　�日中、自分以外に家事や育児をしてくれる人がいな
い、妊婦や 3歳未満の子どもの保護者
○支援の内容（※利用者の立ち会いが必要です）
　①家事支援
　　食事の準備・洗濯・部屋の掃除・買い物　など
　②育児支援
　　授乳・オムツ交換・沐浴補助　など
○利用料
　無料

○利用できる回数
　①母子手帳交付～出産まで・・・・・10回
　②子どもの出生～１歳未満まで・・・20回
　③子どもが１歳～３歳未満まで・・・20回

【前年実績・効果】
○平成 28�年 1�月から登録受付を開始しています。

335 万円

◇ 子育て家庭の家事・育児を応援します
産前産後子育て支援ヘルパー派遣事業

財源（万円） 市の負担
335
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担当課 農政課

担当課 農政課　（事業主体 農林業振興公社）

【目　　的】
　急激な少子高齢化により人口減少が進み、特に中山間
地域では空き家や耕作放棄地等が増加しています。農
業や田舎暮らしに興味のある都市住民も多いことから、
農業体験や田舎暮らしを通して、定住・交流人口の増
加につなげます。

【実施内容】
　伊達市の自然、文化、伝統食、農業体験等の田舎体
験ツアーを開催します。

【前年実績】
参加人数合計　41名（男性 18名、女性 23名）
○第１回（7/24 ～ 7/27）
　参加人数 10名（男性７名、女性３名）
○第２回（10/3 ～ 10/4）
　参加人数８名（男性４名、女性４名）
○第３回（11/20 ～ 11/23）
　参加人数 11名（男性２名、女性９名）

【目　　的】
　年間一千頭が捕獲されているイノシシの皮を活用し
た商品開発、販売により雇用の創出につなげます。

【実施内容】
　農林業振興公社に補助金を交付、なめし革の確保、商
品開発および製作、販売を行います。

【前年実績・効果】
○作業場、製造機器整備
○担当職員雇用（公社職員）
○なめし革確保
○商品開発
　８種類（キーホルダー・ネームホルダーなど）
　市観光物産協会・紅彩館・花工房・公社等で販売
○その他
　なめし革のエコレザー認証
　ブランド名称「ino�DATE」

○第４回（1/30 ～ 1/31）
　参加人数 12名（男性５名、女性７名）

【効　　果】
　2名移住（20歳代男性、50歳代女性）、移住検討３
名（30代男女、50代女性）

230 万円

1,500 万円

◇ 農業体験や地域住民との交流を通して新規就農や農村活性化につなげます

◇ イノシシの皮を活用した商品開発・販売を行います

伊達田園回帰支援事業

猪皮プロジェクト事業

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
750 750 

財源（万円） 市の負担
230

農業体験（あんぽ柿づくり）

猪革商品（一部試作中の商品含む）
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担当課 総合政策課

【目　　的】
　地域資源や人材を有効活用しながら健康に老後を過
ごすプログラムを研究し、都市部の知識・経験・ネッ
トワークが豊富なアクティブシニアを受け入れ、都市
部から地方への人の流れを促進し、新たな仕事や雇用
を創出するための調査・検討・推進等具現化に向けた
取り組みを実施します。

【実施内容】
○伊達市版CCRC検討委員会（仮称）設置
○市民ワークショップ
○意向調査
○基本構想の策定

2,974 万円

◇ 新たなまちづくりに挑戦します
生涯活躍のまち（伊達市版CCRC）推進事業

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
30 2,944

新
規

イメージ

担当課 総合政策課

【目　　的】
　子どもの居場所はもとより多世代間の交流から生ま
れる新たな感性や、絵本から生まれる豊かな発想を形
にし、誰もが集える空間を提供します。また、ワーク
ショップや子どもの本アワード等を通じ、そのデザイ
ンを商品化させ、子どものための新たな産業の創出を
目指します。

【実施内容】
●事業化方向の検討
　○�デザインや製品・作品等の商品化、人材育成、官

民連携方策などを検討
　○ビジネス的視点からも有効な方策を検討
　○マーケティング分析、先進事例調査
　○�ワークショップに基づく関連事業のニーズ・アイ

デア把握
●インダストリー拠点整備計画作成
　○�空き店舗等をリノベーションしたチャレンジ

ショップ（絵本カフェ・本屋）整備計画を検討・
策定

2,800 万円

◇ こどもが中心の新産業創出を目指します
伊達市チルドレンズ・インダストリー事業

財源（万円） 国・県の負担
2,800

新
規
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担当課 総合政策課

担当課 総合政策課

【目　　的】
　阿武隈急行と沿線自治体（伊達市、福島市、宮城県
角田市、宮城県柴田町、宮城県丸森町）で構成する「阿
武隈急行沿線開発推進協議会」において、阿武隈急行
の利用促進を目的とした広域連携事業を実施します。

【実施内容】
○ラッピング車両を活用した沿線自治体を廻るツアー
○観光資源に関する情報発信
○事業計画の策定

【目　　的】
　伊達市、福島市、桑折町、国見町、川俣町で連携し、
インバウンド対策や新たな観光ルートを創設し、地域
全体の魅力や強みを増大させ観光客増加による交流人
口の拡大を図ります。

【実施内容】
○「（仮）県北 5市町誘客推進協議会」設立
○�「県北の食と農」をテーマとしたモニターツアー実
施
○パンフレット（日本語版・外国語版）の作成
○県外でのプロモーション実施

143 万円

156 万円

◇ 阿武隈急行に乗って出かけよう！

◇ 県北の魅力増大！交流人口の拡大にチャレンジ

阿武隈急行沿線地域の広域連携と新たな観光資源創出事業

福島県北 5市町誘客推進事業

財源（万円） 国・県の負担
156

財源（万円） 国・県の負担
143

新
規

ラッピング車両の出発式
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担当課 月舘総合支所

【目　　的】
　つきだて花工房周辺整備および中心市街地を整備す
ることにより、交流人口の拡大を図り、月舘地域のま
ちづくりおよび地域振興を進めます。

【実施内容】
①月舘運動場夜間照明修繕工事　　　　3,466 万円
②月舘運動場管理棟改修工事　　　　　4,792 万円
③中心市街地のウォークロード整備　　2,200 万円
④クラインガルデン整備基本計画策定　1,600 万円

【前年実績】
月舘地域振興基本計画を策定しました。

1 億 2,058 万円

◇ 出会いと交流　健幸でやさしいまち　つきだて
月舘地域交流施設整備事業

財源（万円） 市の負担 市　債
1,188 10,870

新
規

Ⅰー（2）主要事業

担当課 こども支援課

【目　　的】
　保原地域に幼稚園と保育園を一体化した「認定こど
も園」を整備し、就学前保育教育を行う環境を整備し
ます。

【実施内容】
　建設予定地の調査と造成工事設計などを行います。

900 万円

◇ 保原地域に子育て支援の拠点として、認定こども園を整備します。
保原認定こども園整備事業

財源（万円） 市の負担
900

新
規
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担当課 教育総務課

担当課 学校教育課、教育総務課

【目　　的】
　小手小学校と月舘小学校および月舘中学校を９年間
を通した一体的な小中一貫教育とするため、不足する
教室を増築し、老朽化している既設の月舘中学校の施
設の大規模改修工事を実施し、施設の長寿命化を図り
教育環境の改善を進めます。

【実施内容】
○月舘中学校敷地測量業務委託
◯月舘中学校周辺インフラ状況調査業務委託

【目　　的】
　小学校統合決定後の教育課程の編成や事務手続きを
遺漏なく進めたり、小中一貫教育の基本方針を策定し
たりなど、推進委員会を設置し、適正規模・適正配置
を推進し、今以上の教育効果をあげることを目指します。

【実施内容】
　平成 28年度は、主として月舘地域における義務教育
9年間を見通した小中一貫教育のビジョンを作成します。
○小中一貫教育で目指す学校・児童生徒像
○特色ある教育課程
○�小中一貫教育の類型（義務教育学校か小中一貫型小
学校・中学校）の検討　

410 万円

122 万円

◇ 小中一貫校整備事業がスタートします

◇ 新たな伊達市の教育を提案し続けます

小中一貫校建設事業

適正規模・適正配置推進事業

財源（万円） 市の負担
410

財源（万円） 市の負担
122

新
規

新
規
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担当課 教育総務課

【目　　的】
　老朽化した校舎および屋内運動場の必要面積を確保
するため伊達小学校の改築工事を実施します。　

【実施内容】
○学校施設等建設検討委員会
○伊達小学校敷地測量業務委託
○伊達小学校改築工事基本計画業務委託

1,179 万円

◇ 伊達小学校改築事業を始めます
伊達小学校改築事業

財源（万円） 市の負担
1,179

新
規

担当課 こども支援課

【目　　的】
　元気で健やかな子どもたちの成長のために、伊達地
域に屋内遊び場を整備し、親子のストレス解消と子ど
もの体力向上を図ります。

【実施内容】
　今年度は、屋内遊び場の建築設計等を行います。

2,759 万円

◇ 伊達地域に親子で楽しむ憩いの場を提供します
こども遊び場整備事業

財源（万円） 市の負担
2,759

新
規
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担当課 健幸都市づくり課

担当課 市民協働課

【目　　的】
　健康増進・生活習慣病の予防・介護予防のために、健
康運動教室やウォーキング、元気づくり会を実施しま
す。　　

【実施内容】
○�元気づくり会：地区集会所を会場とし、元気づくり
体験の教室を 6か月間実施し、その後は市民自らが
楽しみながら継続していきます。　
○�健康運動教室：40歳以上を対象に、個別プログラム
によりストレッチ・筋力トレーニング・有酸素運動
を行い、歩数や体組成のデータをパソコンで確認で
きます。教室は日中コースと夜間コースがあります。
○�いきいきウォーキング：毎月各地区で定期的なウォー
キングやイベントを実施します。

【目　　的】
　少子高齢化や社会経済情勢等の変化により、空き家
等が増加傾向にあります。空き家実態調査結果を活用
し、利活用による住み替え促進、地域活性化のための
利用および老朽危険家屋に対する地域の安全確保のた
め、空き家対策を推進します。

【実施内容】
○�外部の有識者の意見を取り入れ、伊達市空家等対策
計画策定
○�伊達市空き家バンクを活用し、利活用可能な空き家
情報を全国へ発信
○�空き家バンクに登録された物件に対して改修のため
の補助制度を創設

【前年実績・効果】
○�伊達市全域の家屋の危険度や利用度等に関して現地
外観調査実施

【前年実績・効果】
○元気づくり会：実施集会所数 37か所
○�健康運動教室：実施回数 3,570 回
　参加延人数 29,464 人（平成 28年 2月末現在）
○�いきいきウォーキング：実施回数 70回
　参加延人数 1,430 人（平成 28年 3月末現在）

○�所有者へ意向調査を実施し、空き家の今後の利用予
定等について実態把握実施
○�一戸建て空き家数　808件
　�（良好 267 件　要修繕 370 件　利用不能 40 件　　
立入困難 131件）
�

8,535 万円

310 万円

◇ 身近な集会所で元気づくり運動を行います

◇ 空き家バンクに登録を

健康運動習慣化支援事業

空き家対策事業

財源（万円） 市の負担 その他
7,352 1,183

財源（万円） 市の負担
310

拡
充

拡
充

現地外観調査中の写真

元気づくり会 健康運動教室
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担当課 商工観光課

【目　　的】
　伊達市内における産業振興や雇用拡大による定住人
口の増加など、地域経済の活性化を図るため企業誘致
活動を推進します。

【実施内容】
○�県主催の企業立地セミナーへ出席しての誘致活動
○�伊達市主催の企業立地セミナー開催、企業訪問によ
る誘致活動
○�雇用促進奨励金交付
　�　伊達市内に新規に立地した企業および設備投資を
した企業に対して、地元雇用者を 1年以上継続して
雇用した場合に一人につき 50万円を補助します。

【前年実績・効果】
○�雇用促進奨励金を３社に交付
　（７名分の雇用）（平成 28年１月末現在）　

6,357 万円

◇ 〝伊達市で働く〟を増やします
企業誘致推進事業

財源（万円） 市の負担 その他
6,351 6

拡
充

新工業団地構想のパース

担当課 こども育成課

【目　　的】
　遊びや運動の機会が減少している児童のために、子
育てイベントの開催、児童の遊びや運動の確保および
自然と触れ合う活動などを行う事業に対して支援しま
す。

【実施内容】
　保育園・認定こども園・放課後児童クラブで下記の
事業を実施
○子育てイベントの開催事業
○専門家等による子どもの遊びの支援事業
○保育所等への児童劇等の巡回講演事業
○子どもの県外へのバスハイク事業
○その他子どもの遊びや運動機会を確保する事業

【前年実績・効果】
実施箇所数　保育園６か所
　　　　　　認定こども園２か所
　　　　　　放課後児童クラブ１か所

1,350 万円

◇ 子育てイベントを開催します
遊具の設置や子育てのイベント開催事業

財源（万円） 国・県の負担
1,350

拡
充

月舘保育園親子ふれあいコンサート
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担当課 霊山総合支所

【目　　的】
　「霊山」と「霊山こどもの村」、「りょうぜん紅彩館」
を中心としたコア拠点に、青少年の健全育成を目的と
した交流施設の機能の拡充を図ります。

【実施内容】
　子どもたちの健全な成長を促し、次世代を育む交流
施設として「こどもの本のミュージアム」を整備する
ため実施設計および造成工事を行います。

【前年実績・効果】
　基本計画の策定を行いました。

1 億 9,100 万円

◇ 広域交流と次世代を育む霊山高原づくりを目指します
霊山高原構想整備事業

財源（万円） 市の負担 市　債
960 18,140

霊山こどもの村ワークショップ
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担当課 健幸都市づくり課

担当課 都市整備課

【目　　的】
　急激な少子高齢、人口減少が進む中、高齢になって
も地域で安心して暮らせるよう、そして市民誰もが健
康で幸せに暮らすために、一人ひとりが健康を意識し、
健康を基軸としたまちづくり「健幸都市（スマートウ
エルネスシティ）」の推進を図ります。

【実施内容】
○健幸都市の全市展開に向けた取り組み
　�　モデル地区での成果や地域特性を生かした歩く仕
掛けの事業など、全市展開を目指した健幸都市の推
進を図ります。　
　�　歩きたくなるレシピ集や書き込み型のマップの活
用により、市民参加型の自然と歩きたくなるまちづ
くりの取り組みを進めます。
○健幸都市モデル地区での取り組み
　�　モデル地区（掛田地区、白根地区）における主体
的な活動への支援を行います。

【目　　的】
　ウォ－キングの途中や散歩の時などに野外で気軽に
楽しみながら健康づくりができるよう公園に健康遊具
を設置し、健康を基軸とした健幸都市の推進に向けた
「歩きたくなる公園」を整備します。

【実施内容】
　「歩きたくなるまち」を目指し、気軽に楽しみながら
健康づくりが行えるよう保原地域の公園内に健康遊具
を設置します。

【前年実績・効果】
　梁川地域の５箇所・月舘地域の１箇所の公園に健康
遊具 11基を設置しました。

○スマートウエルネスシティ総合特区の取り組み
　�　取り組み 3年目の健幸ポイント事業を継続し、持
続可能な展開への検討を行います。

2,131 万円

1,108 万円

◇ 健幸都市宣言から５年、健幸都市の取り組みをさらに進めます
健幸都市推進事業

ＳＷＣ歩きたくなる公園整備事業

財源（万円） 市の負担
2,131

財源（万円） 市の負担
1,108

多くの市民が参加した
健幸なまちづくりシンポジウム

梁川地域の公園に設置した健康遊具
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担当課 霊山総合支所担当課 商工観光課

【目　　的】
　ＳＷＣ都市再生整備計画に基づき、掛田モデル地区
の健康づくり・地域づくり事業を行います。

【実施内容】
　ＳＷＣ掛田モデル地区の健康づくりのため、「健康講
座」などのイベント事業を開催します。また、地域づ
くりのため、ポケットパーク環境整備事業などを行い
ます。

【前年実績・効果】
◯健康講座
◯クリスマスコンサート
◯ポケットパーク花植栽　など

【目　　的】
　健幸都市（ＳＷＣ）構想モデル地区の霊山町掛田地
区を中心に、歩いて健康になるためのまちづくりに向
けた商店街活性化を推進します。

【実施内容】
　商店街へ人を呼ぶ込むために実施する地域資源を活
用した「だてマルシェ～かけだ・まちなか市～」や、情
報発信事業などの商店街活性化の事業を支援します。

【前年実績・効果】�
事業補助金
○伊達マルシェ実行委員会…400万円
　イベント開催、大学等と連携した情報発信事業
○NPO法人りょうぜん楽しもう会…100万円
　健康に関するウォークイベント等

100 万円500 万円

ＳＷＣ都市再生整備計画提案事業ＳＷＣ都市再生整備計画提案事業

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
60 40財源（万円） 市の負担 国・県の負担

300 200

健康講座の様子だてマルシェの様子

【掛田モデル地区整備地図】
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担当課 都市整備課

【目　　的】
　市民が気楽に外出し、健康的にいきがいを持った生
活を営むための動機づけや日常の買い物および各種イ
ベント等の利用を目的にポケットパークおよび駐車場
を国の都市再生整備計画交付金を活用し整備します。

【実施内容】
○ポケットパーク（掛田字金子町地内）
　�東屋、水飲み場、健康運動器具（ストレッチ）、照明等
◯駐車場
　駐車場造成および舗装等

【前年実績・効果】�
　掛田字中町地内に約 160㎡のポケットパークを整備
し、平成 28年度整備地のポケットパークおよび駐車場
の測量設計を行いました。

4,334 万円

ＳＷＣ掛田地区ポケットパーク・駐車場整備事業

平成 27 年に完成した霊山町掛田中町地内のポケットパーク

担当課 土木課 担当課 土木課

【目　　的】
　市民の健康意識およびまちづくりへの意欲を創出す
るため、安心して歩くことができる道路を整備します。
霊山町掛田地区の道路整備をモデルとして行います。

【実施内容】
　将来的なまちづくりと連携した、安心して歩くこと
ができる道路を整備します。
○市道整備延長＝ 140ｍ（北町西裏線）

【目　　的】
　市民が健康となるためのまちづくりを考え、歩きた
くなる環境やコミュニティーのあり方など、健康にな
る事への「しかけ」を整備します。

【実施内容】
　歩行者を優先する区域のカラー舗装および立体路面
表示により、車両の走行速度を抑制し、歩行者が歩き
やすい道路に整備します。
○コミュニティ道路整備延長＝ 480ｍ（西陣場北町線）

4,100 万円 2,200 万円

SWC掛田地区市道整備事業 SWC掛田地区コミュニティ道路整備事業

財源（万円） 市の負担 国・県の負担 市　債
130 1,640 2,330

財源（万円） 市の負担 国・県の負担 市　債
184 960 3,190

財源（万円） 市の負担 国・県の負担 市　債
70 880 1,250
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担当課 こども支援課

担当課 施設工事課

【目　　的】
　伊達地域の待機児童の解消と子育て支援の拠点機能
を拡充するため、幼保連携型認定こども園を整備します。

【実施内容】
○�伊達幼稚園と伊達保育園を統合し、伊達認定こども
園（仮称）を民設民営により社会福祉法人「桑の実
福祉会」が整備します。
○�今年度は、「桑の実福祉会」が行う認定こども園建築
工事に対する補助金を交付します。
○平成 29年４月開園予定です。

【前年実績・効果】
　伊達認定こども園建設予定地の用地取得および造成
工事を行いました。

【目　　的】
　上小国地区の生活用水に関する放射能不安を解消し、
避難されている方々の早期帰還および地域の復興再生
を図るため、福島再生加速化交付金を活用し、水道施
設整備を促進するものです。　

【実施内容】
○霊山町上小国上地区
　ハイポリ管配水管φ 75㎜Ｌ＝ 2,000 ｍ
　配水支管φ 50㎜以下Ｌ＝ 1,000 ｍ
　加圧ポンプ場　1か所
○測量設計業務委託
　平成 29年度実施設計業務委託　Ｌ＝ 1,420 ｍ
　　

【前年実績・効果】
○霊山町上小国下地区
　ハイポリ管配水管φ75㎜～φ150㎜　Ｌ＝3,636ｍ
　配水支管φ 50㎜以下　Ｌ＝ 817ｍ

○霊山町上小国上地区
　ハイポリ管配水管φ 75㎜Ｌ＝ 548ｍ
　配水支管φ 50㎜以下Ｌ＝ 223ｍ
○測量設計業務委託
　平成 28年度実施設計業務委託　Ｌ＝ 4,880 ｍ

3 億 8,880 万円

3 億 2,830 万円

◇ 伊達地域に認定こども園を整備します

◇ 水道水の確保によって放射能被害を払拭し、早期帰還を目指します

伊達認定こども園整備事業

上小国地区水道施設整備事業	 	 	 	

財源（万円） 市の負担 国・県の負担 市　債
673 25,477 12,730

財源（万円） 市の負担 国・県の負担 その他（一般会計出資金）
2,130 20,467 10,233

猫内

仲ノ内

相原

Ｐ西堤

松山

山上

●伊達中央交流館

聖光学院高校◯文

伊達小学校

伊達駅

◯文

4

伊達認定こども園建設地
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担当課 土木課

【目　　的】
　市内各地域の特性を生かした地域間の交通連携を促進するため、合併特例債等を活用した道路ネットワークの整
備を行います。

※具体的な整備箇所は、95～ 105頁に掲載しています。

（合併特例債対象事業）
⑴保原地域
　上ノ原２号線　　　�相馬福島道路の I.C 整備に併せた幹線道路整備　　　
　保原箱崎線　　　　上保原地区の幹線道路整備

⑵霊山地域
　繕木杉ノ内線　　　�相馬福島道路の I.C 整備に併せた幹線道路整備
　前地田代線　　　　大石地区の防災道路整備
　下屋敷高ノ上線　　掛田地区の生活道路整備

⑶月舘地域
　沢川水路　　　　　御代田地区の雨水排水路等の整備
　寺村社旭作線　　　御代田地区の生活道路整備　

（単独対象事業）
⑴伊達地域
　岡前北畑線　　　伊達地区の生活道路整備�　
　原西３号線　　　箱崎地区の R399整備に併せた幹線道路整備

⑵梁川地域
　愛宕後離森線　　旧中ノ内橋撤去工事

⑶保原地域
　東台後中瀬町線　�古川端橋架替に伴う取付道路整備負担金
　田向１号線　　　相馬福島道路整備に併せた市道整備

7 億 5,836 万円

◇ 各地域の特性を生かした道路網を整備します
道路新設改良事業

財源（万円） 市の負担 国・県の負担 市　債
2,836 26,860 46,140
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担当課 管理課

担当課 都市整備課

【目　　的】
　「道の駅」は、本市の魅力と地域資源をアピールする
場、市民の地域交流の場、災害に備えた救援活動の場
としても重要な機能を持つものです。
　「休憩機能」「情報発信機能」「地域連携機能」を持っ
た施設を整備し、本市の魅力発信と地域活性化を図る
とともに、災害時の支援活動の拠点として活用するた
め整備します。　

【実施内容】
　造成工事および建築工事に着手します。建築工事は
平成 28年度～ 29年度の継続工事となります。

【前年実績・効果】
　造成実施設計、建築実施設計を行いました。

【目　　的】
　伊達駅は本市のＪＲ玄関口であり、通勤通学の時間
帯は送迎の車両により駅周辺が混雑していることから、
混雑解消は基より個性があり好感のもてる景観、環境
に配慮した駅前広場を整備するものです。

【実施内容】
　東日本旅客鉄道㈱との協議を行うための「基本計画」
を策定した後、実施設計および用地測量を行います。
　　

【前年実績・効果】
�　平成 27年度は、基本計画策定の為の事前協議を行
いました。

7 億 1,784 万円

2,100 万円

◇ 伊達市らしさが息づく交流と発信の場

◇ 駅前の混雑解消と魅力ある景観形成を目指します

道の駅建設事業

伊達駅前整備事業

イメージ図

伊達駅前

財源（万円） 市の負担 国・県の負担 市　債
5,649 7,175 58,960

財源（万円） 市の負担 市　債
960 1,140
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担当課 都市整備課、総合政策課

【目　　的】
　市民に親しまれている保原総合公園の広域的な利用
と市民の更なる健康増進、青少年の健全育成や福祉の
向上に資するため、総合的なスポ－ツ・レクリエ－ショ
ン拠点として、駐車場の増設や公園機能拡充を図るた
め公園規模を拡大します。また、保原総合公園拡張整
備に伴い、阿武隈急行大泉駅を利用する公園来訪者の
利便性向上を図るため、大泉駅と公園とのアクセスを
整備します。

【実施内容】
　保原総合公園の規模拡大および公園機能拡充のため、
公園拡張整備の実施設計を行い、造成工事に着手しま
す。　

【年次計画】
�平成 28年（繰越）　　　　用地買収・実施設計
�平成 28年～平成 31年　　造成工事
�平成 29年～平成 33年　　公園施設整備工事　

1 億 3,559 万円

◇ 公園機能を拡充し、利便性を高めます
保原総合公園拡張整備事業

保原総合公園拡張整備予定地

財源（万円） 市の負担 市　債
679 12,880

担当課 教育総務課

【目　　的】
　市内の小学５年生の児童全員を対象とし、親元を離
れ、一定期間通学しながら合宿を行い、日常生活の技
能や自立心・協調性を高めることを目的とした、「通学
合宿体験事業」を行うため通学合宿所を整備します。

【実施内容】
○通学合宿所基本・実施設計業務委託

3,100 万円

◇ 小学５年生を対象とした、通学合宿所を整備します
通学合宿所整備事業

財源（万円） 市の負担 市　債
970 2,130
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担当課 消防防災課

【目　　的】
　局地的短時間豪雨や大規模な土砂災害等に対応するため、避難などの防災情報を広範囲に迅速かつ正確に伝達す
るための同報系防災行政無線を整備します。

【実施内容】
○屋外拡声子局（スピーカー）設備 71局
◯戸別受信機設備　355台

【前年実績・効果】
　電波伝搬調査、音響音達調査などの実施設計に係る業務を委託により実施。�

7 億 185 万円

◇ 市民の安全・安心なまちづくりを構築します
同報系防災行政無線整備事業

防災行政無線イメージ

財源（万円） 市の負担 市　債
25 70,160
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担当課 教育総務課

担当課 教育総務課

【目　　的】
　耐震性能が不足し、老朽化が著しい掛田小学校（校
舎 2棟、屋内運動場）の耐震化および施設の長寿命化
のための大規模改修工事を実施します。

【実施内容】
　掛田小学校耐震基本計画業務委託（校舎 2棟、屋内
運動場）

【目　　的】
　中学校 6施設の営繕、施設管理業務、その他施設備
品等の更新により、生徒達の教育環境改善を図り安心・
安全な施設を供給します。

【実施内容】
○伊達中学校トイレ改修工事
○松陽中学校屋内運動場屋根改修工事
○桃陵中学校放送設備、屋内運動場音響設備更新工事等
○特殊建築物定期報告業務委託

【前年実績・効果】
○桃陵中学校屋内運動場屋根葺替工事
○松陽中学校外壁タイル改修工事
○梁川中学校トイレフラッシュバルブ交換工事
○伊達中学校高圧気中開閉器更新工事
○特殊建築物定期報告業務委託

1,183 万円

1 億 481 万円

◇ 安心で安全な教育施設づくりを目指します

◇ 中学校６校の施設維持管理を行います

小学校施設整備事業

中学校施設維持管理事業

校舎全景（グラウンド側から望む）

財源（万円） 市の負担
1,183

財源（万円） 市の負担
10,481
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担当課 教育総務課

担当課 学校給食センター

【目　　的】
　耐震性能が不足し、老朽化により施設機能が低下して
いる保原体育館を、耐震化や内外装、給排水設備、冷
暖房設備、エレベーター等の大規模改修工事を行うこ
とで、施設の長寿命化、さらには、地域スポーツ活動、
災害時の避難施設として利便性の向上が図れるよう整
備するものです。

【実施内容】
　保原体育館耐震補強・大規模改修工事実施設計業務
委託

【前年実績・効果】
　保原体育館耐震基本計画・大規模改修基本設計業務
委託 810万円

【目　　的】
　老朽化した保原・梁川学校給食センターを統合し、新
たに最新設備の学校給食センターを建設し、公設民営
による給食事業を行い、事業費の効率化を図ります。

【実施内容】
①�実施・造成設計が完了し、開発許可・建築確認申請
事務を行います。　
②�建設予定地の造成工事と、隣接する道路の拡幅の用
地確保と工事と汚水処理設備工事、センター本体建
築工事に着手します。

【前年実績・効果】
　28年度工事着手に向け、準備を行いました。�
　基本設計完了、実施・造成設計業務委託を行いました。

2,009 万円

10 億 8,618 万円

◇ 時代のニーズに合った施設改修設計を行います

◇ 保原・梁川給食センターを統合改築します

保原体育館改修整備事業

（仮称）伊達市保原学校給食センター建設事業

正面玄関全景（駐車場側より望む）

新築完成予想図

財源（万円） 市の負担 市　債
109 1,900

財源（万円） 市の負担 市　債
5,528 103,090
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担当課 放射能対策課

担当課 放射能対策課

【目　　的】
　放射能による市民の不安を解消するため、安心・安
全な地域を目指し、放射能対策を行います。

【実施内容】
　除染に伴い発生した除去土壌等を保管している仮置
場の適正な維持管理を実施するとともに、可燃物を各
仮置場から搬出し、仮設焼却施設で減容化します。また、
市民の放射線に対する不安を解消するため、放射能相
談センターにおいて、市民からの放射能に関する相談、
支援の対応を行い、さらに事後モニタリング、フォロー
アップ事業を実施します。

【前年実績・効果】
○�放射能相談センターによる放射能に関する相談、支
援　216件
○�Ａエリア事後モニタリングによる除染効果の維持の
確認　宅地 3,125 件、道路 560路線
◯�仮置場から仮設焼却施設への可燃物の搬出　27仮置
場から 12,495 袋

【目　　的】
　放射能による市民の不安を解消させ、安心して生活
できる地域にするため「伊達市除染実施計画」に基づき、
Ｃエリア内の市道の側溝除染を行います。

【実施内容】
　Ｃエリア内生活圏を中心とした市道において側溝に
汚泥が堆積し排水不良になっている箇所の堆積物を除
去し放射線量の低減を図ります。
　除染実施地域　：梁川地域
　除染対象路線数：377路線
　除染対象延長　：�152km

【前年実績・効果】
　除染実施地域　：伊達・梁川・保原地域
　除染実施路線数：161路線
　除染実施延長　：43.6km
　仮置場造成工事：新設 2箇所　増設 4箇所

○��中間貯蔵施設への除去土壌等パイロット輸送　476袋
○�無蓋防火水槽の汚泥除去　324基

10 億 7,720 万円

6 億 6,981 万円

◇ 安心の確保に向けて引き続き放射能対策に取り組みます

◇ 安心して生活できる地域環境のため、市道側溝除染を行います。

生活圏除染対策事業

除染対策事業

月舘地区布川５番組仮置場

月舘 7-2 地区搬出状況

市道側溝除染作業

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
266 107,454

財源（万円） 国・県の負担
66,981

Ⅱー（1）除染対策事業
拡
充

拡
充
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担当課 農林整備課、農政課

担当課 放射能対策課

【目　　的】
　安全な農産物生産のための、農地等の除染と放射性
物質吸収抑制対策等を行います。

【実施内容】
○試験的なホダ場除染（農林整備課）
○仮置場の管理。12カ所（農林整備課）
○水稲・大豆・牧草の放射性物質吸収抑制対策（農政課）
○里山除染の共同研究（農林整備課）

【前年実績・効果】
○放射性物質吸収抑制対策
　水稲 1,210ha　大豆 26ha　牧草 22ha
○ビニールハウス周り除染　54棟　1,300㎡
○除染除去物搬出　5,200 個
○農道除染　8路線　7.1Km
○仮置場の管理　11カ所　　　
�

【目　　的】
　市内の放射線量を把握するため、環境放射線量のモ
ニタリングを実施します。

【実施内容】
○�一斉放射線量測定（定点 744 点）を年２回実施し、
その測定結果のカラーマップを作成して、全戸配布
をします。
○�市内 19箇所の環境放射線量を測定し、広報、ホーム
ページ等で測定結果をお知らせします。
○�集会所、学校等の放射線量を測定し、ホームページ
で測定結果をお知らせします。
○�町内会に配布している測定器の誤差調整を年１回実
施します。

【前年実績・効果】
○�市内 744地点の一斉放射線量測定を年２回実施
○�一斉放射線量測定マップ作成　８月（第 12回）と３
月（第 13回）に実施

○�市内 19箇所の環境放射線量を毎日ホームページに掲載
○�集会所、学校等の放射線量を週１回ホームページに
掲載
○�町内会配布測定器 600台の校正を実施

2 億 3,766 万円

2,882 万円

◇ 安心して営農できる環境と安全な農産物の生産を支援します

◇ 市内の放射線量を把握してお知らせします

農地等除染対策事業

環境放射線モニタリング事業

ホダ場除染

第 12 回　伊達市一斉放射線量測定マップ

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
1,156 22,610

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
19 2,863
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担当課 放射能対策課

担当課 健康推進課

【目　　的】
　放射能への不安から県外および県内他市町村に避難
している方に、復興に向けた取り組みや健康管理等の
取り組みの情報を提供するなど、避難者の支援と帰還
に向けた取り組みを進めます。

【実施内容】
○月１回、市政だよりなどを避難先に発送します。
○�避難者の多い山形市、米沢市、新潟市に相談窓口を
設置して、相談受付と現地交流会を実施します。
○�避難者と帰還者を支援するため、新たに市内に相談
窓口を設置し、相談受付、交流会、情報発信等を実
施します。また、自主的サロンの運営グループに補
助金を交付します。
○�借上げ住宅制度の終了に伴い、支援の必要な避難者
等に対して、福島県と連携して、戸別訪問を実施し
ます。

【目　　的】
　健康不安の解消と安心の確保のため、個人線量計（ガ
ラスバッジ）により外部被ばく線量を測定します。

【実施内容】
　３カ月間を１サイクルとして、ガラスバッジを郵送
して測定を実施します。
　（対象者）
　子ども、妊婦、Ａエリア、無作為抽出者、希望者
　（集計分析）
　�ガラスバッジ測定結果分析を業務委託し、エリア別・
地区別・年齢別等の集計分析を行います。

【前年実績・効果】
（27年度測定者）　約 14,500 人
　測定結果の集計分析では、各エリア別、地区別、年齢
別ともに、　前年から減少していることがわかりました。

【前年実績・効果】
○�相談窓口開設日数　　　　毎週２日
○�現地交流会開催回数　　　各窓口ごと年間３回
○�自主的サロン補助金交付　１件

1,371 万円

1 億 5,092 万円

◇ 避難者と帰還者に寄り添った支援を進めます

◇ ガラスバッジを配布して、外部被ばく線量を引き続き測定します

避難者帰還推進事業

外部被ばく検査事業

線量別の人数分布

避難者相談窓口現地交流会（米沢市）

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
91 1,280

財源（万円） 国・県の負担
15,092

拡
充

Ⅱー（2）避難者支援事業

Ⅱー（3）健康管理事業
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担当課 健康推進課

担当課 健康推進課

【目　　的】
　健康不安の解消と安心の確保のため、ホールボディ
カウンタ（ＷＢＣ）により内部被ばく線量を測定します。

【実施内容】
　年間を通じて、検査機関での検査を実施します。（一
人年４回までの受検可能）
　（対象者）１歳以上の約 63,000 人
　小中学生については、年１回学校から検査機関まで
の送迎バスにより、検査を実施します。

【前年実績・効果】
（27年度受検者）　約 7,000 人�
　測定結果、受検者全員が預託実効線量１ｍ Sｖ未満。
�

【目　　的】
　放射線リスクの不安や生活状況の変化によるストレ
スの解消への支援を行います。
　　　　

【実施内容】
○�元気アップ復興隊（心と体のケアチーム）による活動
…�地域支援として、お茶のみ会を実施する中で、健
康相談やストレス解消講話等を行います。

　…母子支援として、育児相談や親子遊びを行います。
　…専門スタッフによる個別心理相談を行います。
○�放射能健康相談窓口
　…�保健師の健康相談と併せて放射能の個別相談をし

ます。
○�放射能Ｑ＆Ａ講話
　…放射能の正しい知識を啓発します。
○�すこやか運動教室
　…�児童に運動の楽しさを伝え、運動不足解消を図り

ます。

【前年実績・効果】
　お茶のみ会（81 回）心理相談（55 回）放射能健康
相談窓口（45 回）放射能Ｑ＆Ａ講話（17 回）すこや
か運動教室（127回）

5,473 万円

1,654 万円

◇ ホールボディカウンタ測定を受ける体制を維持します

◇ 元気アップ復興隊が、心と体のサポートをします

内部被ばく検査事業

心と体の健康管理事業

財源（万円） 国・県の負担
5,473

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
52 1,602

測定風景

お茶のみ会
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◇ 安心安全な給食を提供します
担当課 学校給食センター

【目　　的】
　小中学校、幼稚園の児童生徒に提供する給食では、安
全な食材を使用していますが、保護者の不安解消のた
め、給食実施日の食材等のモニタリング検査を行います。

【実施内容】
①�市内３学校給食センターにおいて、学校給食で使用
する食材と出来上がった給食１食分をモニタリング
検査し、基準値以下であることを確認します。　
②�モニタリング結果は市のホームページで毎日公表し
ます。

【前年実績・効果】
　モニタリング検査を行い、伊達市のホームページで
検査結果の公表しました。検査結果はすべて基準値以
下であり、モニタリングにおいて安心安全な給食を提
供することができました。�

653 万円

学校給食食材モニタリング調査事業

財源（万円） 市の負担
653

食材はミキサーにかけ、測定機に入れます
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